
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月３日（土・祝） 

１３時３０分開会 

扇町公園で憲法集会 

 

 

上
が
り
、
政
府
も
凍
結
す
る

状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
国
民
が
声
を

上
げ
な
け
れ
ば
、
情
勢
を
変

え
る
こ
と
が
証
明
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
し
た
声
を
大
き
く
上
げ
る

に
は
、
労
働
組
合
に
加
入
し
、

経
済
闘
争
と
政
治
闘
争
を
ご

一
緒
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や

未
払
い
残
業
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
建
交
労

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。」
と
訴

え
ま
し
た
。
天
王
寺
駅
東
口

で
の
宣
伝
は
約
３
０
分
程
度

で
し
た
が
、
多
数
の
人
が
テ

ィ
ッ
シ
ュ
入
り
ビ
ラ
を
受
け

取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
阪
市
住
之
江
区
南
港

ま
で
移
動
し
、
ト
ラ
ッ
ク
タ

ー
ミ
ナ
ル
付
近
の
交
差
点
で

宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
、
１

０
０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

南
港
で
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
中
心
に
ビ
ラ
を
配

布
。
約
９
割
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
快
く
受
け
取
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
最
後
に
夢
洲
・
舞
洲

を
流
し
宣
伝
を
実
施
。
参
加

者
は
、
関
西
支
部
１
名
、
此

花
支
部
１
名
、
大
阪
合
同
支

部
１
名
と
荻
田
書
記
長
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
府
本
部
は
、
４
月
４

日
（
金
）
午
前
１０
時
か
ら
終

日
行
動
で
第
２
次
組
織
拡
大

宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
早
朝
は
、
Ｊ
Ｒ
天
王
寺

駅
東
口
に
お
い
て
テ
ィ
ッ
シ

ュ
入
り
ビ
ラ
３
５
０
個
を
配

布
。
国
民
生
活
の
状
況
は
、

「
今
、
経
済
は
瀕
死
の
状
況

に
あ
り
、
生
活
も
困
窮
し
て

い
る
。
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
が
必
要
で
す
。
こ
う

し
た
中
で
も
政
府
は
国
民
生

活
を
守
ら
ず
に
、
さ
ら
な
る

増
税
を
画
策
し
て
い
る
。
高

額
医
療
費
の
上
限
額
引
き
上

げ
は
、
国
民
や
が
ん
患
者
の

団
体
か
ら
強
く
反
対
の
声
が
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４
月
１６
日
（
木
）
建
交
労

大
阪
府
本
部
の
上
田
執
行
委

員
と
荻
田
書
記
長
は
、
車
庫

飛
ば
し
と
路
上
駐
車
の
違
法

行
為
を
繰
り
返
し
行
う
運
輸

企
業
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
２
０
２
４
年
１

０
月
１
１
日
に
、
近
畿
運
輸

寝
屋
川
支
局
に
上
記
の
違
反

行
為
を
是
正
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
申
告
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
近
畿
運
輸
寝

屋
川
支
局
は
、
違
反
行
為
を

繰
り
返
す
運
輸
企
業
に
調
査

に
も
入
ら
ず
放
置
し
た
ま
ま

で
あ
っ
た
た
め
、
改
め
て
２

０
２
５
年
４
月
１
６
日
（
水
）

午
前
１０
時
４０
分
に
近
畿
運

輸
局
へ
申
告
し
た
車
庫
飛
ば

し
と
路
上
駐
車
す
る
運
輸
企

業
へ
調
査
に
入
る
よ
う
要
請

に
い
き
ま
し
た
。
懇
談
し
た

時
に
は
、
近
畿
運
輸
局
側
か

ら
調
査
に
入
っ
て
い
る
と
い
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荷
物
を
扱
え
な
い
よ
う
法
律

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
会
社 

が
近
畿
運
輸
局
に
説
明
し
た

内
容
は
明
ら
か
に
虚
偽
の
説

明
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
改
め
て
調
査
の
継

続
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、

別
の
案
件
で
点
呼
を
し
て
い

な
い
こ
と 

に
つ
い
て
も
追
加
で
申
告
し

ま
し
た
。
近
畿
運
輸
局
は
違
法

行
為
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
違

法
行
為
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

全
て
処
罰
対
象
に
な
る
と
回

答
し
ま
し
た
。 

 

 

う
明
確
な
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
近
畿
運
輸
局
の
担
当
者

が
会
社
に
連
絡
を
入
れ
、
車

庫
飛
ば
し
に
つ
い
て
会
社
に

聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、
会

社
は
「
車
庫
飛
ば
し
を
し
て

い
な
い
。
そ
の
場
所
で
荷
物

の
積
み
替
え
を
し
て
い
る
だ

け
だ
と
」
回
答
し
て
い
る
と

の
事
で
し
た
。
し
か
し
、
海

上
コ
ン
テ
ナ
は
、
運
転
手
が



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題
で
、
明
示
義
務
に
労
働
時

間
と
勤
務
日
数
を
入
れ
れ

ば
、
紛
争
も
減
る
の
で
は
な

い
か
。
法
律
に
不
備
が
あ

る
。」
と
指
摘
し
、
労
働
局
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。
労
働

局
側
は
「
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
。
要
請
が
あ
っ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
上
申
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。」
と
回
答
。
約

７０
分
間
意
見
交
換
し
ま
し

た
。 

  

れ
ば
言
え
な
い
。
ま
た
、
会
社

か
ら
解
雇
と
言
わ
れ
て
い
な

け
れ
ば
解
雇
に
な
ら
な
い
』
と

言
わ
れ
た
。
労
働
基
準
監
督
署

で
は
解
決
出
来
な
い
の
で
大

阪
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電

話
し
ま
し
た
。」
と
い
う
内
容

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
相
談
を

受
け
た
大
阪
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
上
記
の
相
談
内
容
で

大
阪
労
働
局
へ
要
請
し
、
見
解

を
聞
き
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

労
働
局
側
の
回
答
は
、
大
阪

南
労
働
基
準
監
督
署
が
回
答

と
変
わ
ら
ず
、
解
雇
と
は
言
え

な
い
と
の
回
答
で
し
た
。
組
合

側
は
、「
相
談
者
が
シ
フ
ト
外

し
さ
れ
て
い
れ
ば
事
実
上
の

解
雇
と
一
緒
で
は
な
い
か
？

シ
フ
ト
外
し
さ
れ
れ
ば
、
生
活

が
出
来
な
い
状
況
に
な
る
。
何

故
、
特
定
の
労
働
者
だ
け
シ
フ

ト
外
し
す
る
の
か
、
会
社
か
ら

大
阪
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

会
社
か
ら
シ
フ
ト
外
し
さ
れ
て

生
活
出
来
な
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
相
談
者
の
問
題

で
、
４
月
１
８
日
（
金
）
午
前

１０
時
か
ら
労
働
局
へ
要
請
し

ま
し
た
。
大
阪
労
働
局
へ
の
要

請
に
参
加
し
た
の
は
、
大
阪
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
、
事
務

局
長
、
相
談
員
、
大
阪
労
連
事

務
局
長
、
大
阪
労
連
幹
事
、
医

労
連
執
行
委
員
、
生
協
労
連
大

阪
府
連
書
記
長
、
建
交
労
書
記

長
が
参
加
。 

相
談
内
容
は
、「
会
社
か
ら
シ

フ
ト
外
し
さ
れ
て
生
活
出
来
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
大
阪
南
労
働
基
準
監
督
署
へ

相
談
に
行
き
、
事
実
上
の
解
雇

と
一
緒
で
は
な
い
か
。
と
大
阪

南
労
働
基
準
監
督
署
で
対
応
さ

れ
た
職
員
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

職
員
は
、『
労
働
日
が
特
定
さ
れ

た
日
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
け

の
説
明
と
合
理
的
理
由
が
必

要
で
は
な
い
か
と
追
求
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
相
談
に
来

ら
れ
た
方
に
対
し
、
対
応
さ

れ
る
監
督
官
が
親
身
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
と

指
摘
し
ま
し
た
。
労
働
局
は

「
労
働
基
準
法
２６
条
『
使
用

者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に

よ
り
労
働
者
を
休
業
さ
せ
た

場
合
に
は
、
休
業
さ
せ
た
所

定
労
働
日
に
つ
い
て
、
平
均

賃
金
の
６
割
以
上
の
手
当
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
休
業
手
当
に
該
当
す
る

の
で
あ
れ
ば
指
導
す
る
と
回

答
し
ま
し
た
。
建
交
労
・
荻

田
書
記
長
は
「
そ
も
そ
も
労

基
法
の
シ
フ
ト
制
の
明
示
義

務
に
１
ヶ
月
の
労
働
時
間
、

勤
務
日
数
が
な
い
こ
と
が
問
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建
交
労
近
畿
地
方
協
議
会

は
、
４
月
２６
日
・
２７
日
（
土
・

日
）
奈
良
県
大
和
平
群
に
あ

る
亀
の
井
ホ
テ
ル
に
お
い
て

春
闘
学
習
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
京
都

府
本
部
か
ら
川
口
書
記
長

（
近
畿
地
協
：
事
務
局
長
）、

足
立
中
央
執
行
委
員
長
（
近

畿
地
協
幹
事
）、
関
西
合
同
支

部
：
筒
井
書
記
長
、
全
国
酸

素
部
会
：
村
上
事
務
局
長
（
寿

運
送
）
、
兵
庫
県
本
部
か
ら

津
村
執
行
委
員
長
（
近
畿
地

協
副
議
長
）
、
兵
庫
合
同
支

部
：
國
賀
執
行
委
員
長
、
奈

良
県
本
部
か
ら
竹
村
執
行

委
員
長
、
永
井
書
記
長
（
近

畿
地
協
幹
事
）
、
大
阪
府
本

部
か
ら
前
村
執
行
委
員
長

（
近
畿
地
協
議
長
）
、
荻
田

書
記
長
（
近
畿
地
協
幹
事
）

此
花
支
部
：
菅
原
書
記
長
、

大
阪
合
同
支
部
：
松
永
執
行



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 闘
の
構
え
、
要
求
課
題
、
回

答
状
況
『
ゼ
ロ
回
党
の
職
場

状
況
を
含
む
』
春
闘
調
査
。」

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

感
想
と
し
て
は
、
各
県
本
部

や
支
部
が
取
り
組
ん
で
い
る

運
動
や
課
題
な
ど
様
々
な
報

告
の
中
で
意
見
交
換
出
来
た

の
で
、
有
意
義
な
学
習
交
流

会
で
し
た
。
今
後
の
取
り
組

み
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。 

  

額
は
昨
年
実
績
を
下
回
る
結

果
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
府

本
部
で
組
織
し
て
い
る
職
場

は
、
ト
ラ
ッ
ク
業
種
が
多
く
、

ト
ラ
ッ
ク
で
は
昨
年
実
績
を

上
回
る
職
場
が
９
職
場
あ
り

ま
し
た
が
、
他
の
業
種
と
比

べ
る
と
低
い
金
額
に
な
っ
て

い
る
。
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
を
出
来
る
体
力
が
な

い
。
一
方
で
バ
ス
、
一
般
の

職
場
で
は
５
ケ
タ
の
回
答
に

な
っ
て
い
て
、
業
種
に
よ
る

格
差
が
依
然
と
し
て
克
服
出

来
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
宣

伝
行
動
、
学
習
会
、
組
織
拡

大
状
況
、
教
訓
と
課
題
」
と

報
告
。
此
花
支
部
か
ら
の
報

告
は
菅
原
書
記
長
。
菅
原
書

記
長
は
「
此
花
運
送
で
は
３

年
連
続
で
赤
字
状
況
で
あ
る

た
め
、
賃
上
げ
す
る
体
力
が

な
い
。
そ
の
中
で
も
交
渉
し
、

わ
ず
か
な
金
額
で
あ
る
が
引

き
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。」

と
報
告
。
大
阪
合
同
支
部
か

ら
の
報
告
は
松
永
執
行
委

員
。
松
永
執
行
委
員
は
「
春

委
員
）
全
体
で

１２
名
が
参

加
。
春
闘
学
習
交
流
会
は
、

津
村
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
学
習
会
議
長

に
は
、
奈
良
県
本
部
：
永
井

書
記
長
を
選
出
し
、
主
催
者

を
代
表
し
て
前
村
議
長
が
あ

い
さ
つ
。
前
村
議
長
は
、「
２

５
春
闘
は
、
ま
だ
終
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
中
間
総
括
と
い

う
か
た
ち
で
各
県
本
部
の
回

答
状
況
や
課
題
を
報
告
し
、

忌
憚
な
い
交
流
で
実
り
あ
る

会
議
に
し
た
い
。
物
価
高
騰

を
上
回
る
賃
上
げ
を
め
ざ
し

各
県
本
部
も
奮
闘
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
中
小
企
業
に
大
幅
賃
上

げ
出
来
る
体
力
が
な
い
。
政

府
の
責
任
で
中
小
企
業
に
も

大
幅
賃
上
げ
で
き
る
支
援
が

必
要
。」
だ
と
述
べ
「
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
奮
闘
し
よ
う
。」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

大
阪
府
本
部
の
中
間
報
告

は
荻
田
書
記
長
が
報
告
。
荻

田
書
記
長
は
、「
中
間
報
告
に

な
り
ま
す
が
、
全
体
の
平
均
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